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せたがや主:Nセノタ-i"らよとらす!研修怒り七沢タウ/ホール11階)

アイリーン アダムスl¥;(長，111刊スハ山汁大学教fi研究所副f光11、環境教育コンサル?ント)

マーク・ダンカンll;(近凶家/緑化広町・倒見R'通訳〉
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N 筑波大学肝J1:1;小学校教諭 N 闘]旧)J!J.!.了

跡見学創立 f大学~IiJgl大学部助教授 H 加藤 仁*

建築系・教fi系などの研究1¥・尖務者、並びに大学院I1・学生、

まちづくりなどの活動家、関心のある主婦や泌校生のんなど日 i名

-記録

・参加者

組

-この「住・まちづくりフォーラムかわら版 は、花教育フォーラムの開催記録を仮に

まとめたものです。将来、何凶かのフォーうムの成果と、各委員の皆さんによる研究

論文を合わせて、書籍として刊行する予定ですので、ご期待 Fさい。

-表紙デザイン、裏表紙カット~IUHHJJ里子

-料集・文賞=事務局 直i宮昭郎、小宮寿美子、平井なか
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OJiIii草 寺日目土蔵Itrイヂグスにおげ-MH苦境t&'f'f目玉耳併と星野MJです。イギグスの
成雄裁'f'flt、J非常にが史が探いのです。手/立fit!初厨jごパ許グァク ゲデスれヱディンパラ
でアク丹ノL-yク，タワ /::1 づ/JJlfi! t; ;) > ，:，、子どるたちとと品jご移Mf< /ilJiiケの潔坊の地王宮
必人J5<i 1 、Iti生態学/I>}な/ilJifm筋にがす占1つ白殺'f'fo古アプ口ーチ昔治め;t~l士。設'f'fす<i
ごとと、まち昔つぐってい〈ことを一体化す<iような最(""が行われた白で、バトリック ゲ

ヂスIt、 (，骨~mt&I子、成措設庁の父J/::Fiわれておりますが、 Ltf3~む.tt ;i のアデゲーン ア
タ'ムスさんは、訟に Ftわ世れ1;[、子どι とと品にj:fl結"YifJ昔タんでいぐうえでの{JJ;I縫う~fI7

~)fJJ ではな L吋、c，{!}ってれ草ず ο
訟はた正た;tJ;J.1;j‘6、この留のテーマにつれて仰心苦rfJせており正L止が、ち Jうど15

卒ほどがに、アダムスさん回2119日本にi1J会うことがあ 9 正 ~l士。 1 つIt fデザイン イン・ジェポラノV'ヱデュタ-YE

ンJ とれう、公若君主Tに晶、Ij <ic){!紡昔ど日ように現段苦必L てヂ'.$，点適という本で ~k。品う l つは、 fアート アンY と〉
ーチィ， :r:ンノザイ口メンfJ/::Pラ、孟さ品FタifJ/:: JJ;I fJま4音声昔t りがよポ;背に厳方的立舟まFのぷで1983'下に/11されて晶、 ~;t す。

イギグスの住i苦境'戸留の主主要舎が1'つffド晶td:ってい<i.$:です。
今日お話いただきます内容は、現拶でフィーノルド ワークで子どもたちと感受位をl*iめながら、環坊に潔λりL、子ども
たち目躍坊にがす占センス*:I:?iめでドぐという、消裁と子ど品目/苛目指'JiIご浸L合うようど工、 Fランザク;ンg ナノ'vt.l周係の
デザインの!Jl.践です。

必手Itアダムスさんに晶、話昔いただまつつ、長苦手It皆さん方から日本のit況にAn合廿て、いろいろどどこ:首足、ご負11，7i$: 
Lリ士だま、でま<iだIj負!疫必答四時品7昔たぐさんtJってれただまたいと，s]って晶、ります。ぞ日鰐普段りがってドノ士だぐマ
ク タ'ンカンさんは、品 /::b/::ラン件スタープ・アーやテク井で、今日のアイグーンさんの手段k<i，甘認の内容昔、務たち

B.$:λに品A夢jご伝えていただIj<i、c止ま煤ブr1f iJJfJl!IfIf告を ~-Cいただぐことになり ;t す。

、-一日~ー---....-------戸均一一d〆-町戸一、~♂♂一一一¥、-------一一一 日目ー_.~-一一 ~¥  

英国における
住環境学習の
現状と展望

講師:アイリーン・アダムまん

i北初に、私がここに来ることができたのはれ総研、な
らびに1iり117ァウンヂ ュノヨノ、ブリティッンュ・カウ
/セノレのお除であることを、 1判長にお知らせしたいと}Jj，
っておりますの 'L'より感謝を;&べさせていただきます{

日、はイギリスにおいても、は築家、ヅランナ 、造1説家、
救出IJ、都市計i耐の専門家のん々 といつも仕--'Jj:をしており

ますのそして私はu本でも、ある学校に行って凶j幸生徒
lたちと践する機会をいただき、また't1Jiたちと11事をさ
lせていただきました。私にIHJiたちを任せてくださった
勇気のある教師たちにも感謝したいとJ3います。ここで l

私たちは、ある共有する体験ができたと感じております。

A LIお訴する内特はJ:'術、ヂザイン、環境、教

ぞ竺竺?・ flを結び付けるような話になっています。 1L
F たちはこのような人たちを集めて、ほ境教rr

というカワキュラムを作るために働いてきました{なぜ

わざわざ集めなければいけなし、かとL市、ますと、もとも

と礎年主教舟ができるように学校では教えられていないか

らです。

/一一一一一一一/一一

197例代に iι:t11fJ大e'j='では、一般教育とデザインと
いう研究プロジェクトカ吋Iわれていました。そこでIつ

品~ili:を行った結果、学校の 1 1"1でグラフィック・デザイン、

彼党デザイン、 C;f;テザイノなどに:1)(;わる数百があった
にもかかわらず、環境デザイン的な教育の要素はなかっ

たことカく分かりました(

なぜそのような現状があるかと考えると、教師たちは

滋域デザインを教える訓練を受けていないからだと分か

りました。このときに、例えば、建築家と教員たちを-

*~に集めて、長術の'1'での成績教 rl を打り U}すためには

どのようにすればいいのか、またどのような結果カ可号ら

れるかを考えました。

そのときT1、はたまたま数民として参加させられました。
私たちは、どのようにして生徒たちに住む環境について

考えさせ、またf主体jと環境をどのように結び付けて教え

ることができるかを与えました。私たちは生徒たちに、

11分の玄関先でMが起こっているかを認識してもらおう、
という志凶の『ブロント・ドア・プロジェクト』を作り、

プロジェクトの柑fむをARねて、 fフロント・ドア・ニュ

ス」という報tivJFを刊り、全凶の関係者に似りました。

私たちの学校で尖験されたこのことは、会倒的なプロ

ジェクトの発端となり、故初はインタランドとウェーノレ

ズ、そn治、らスコットランドなどにfよカ〈りました。
1970年代のイギリスの~l状と|司じように、日本でも数

民たちは域境をどのように教えるかという教蒔を匂j受

けていない、という現状があると思います。私たちに与

えられた仕事は、仰が可能であり、和Jをすべきかといっ

た探題づくりを1ることですo これをきっかけにさまざ
まなプロンェクトをすることになりました。

例えば、 fラーニング・スノレー・ランドスケープ」は

環境を過して学ぶというプロジェクトですが、そこから

校挺の中でのよい環境っくりを考え11:¥すプロジェクトも
生まれました。環境といいましでも、いろいろな滋味が

含まれています。広い主主i味での自然環境、つまり、生態

学的なことや自然なども含まれます。

3 



込…れ唯一すがドと
がiつありますハ教IIが数えるよフ}こぶ1M]

l けられた教科いffをは、決められたことを教え
なければいけないというのではなく、それを教はたちの

l人ひとりが、どのようにして解釈し、教えるかが問題

だと思いますのその中で、教Jiたちのためのサボ トが

必煤であることも強調したいと思いますのさらに11分た

ちが教定の中で、 fX~境教内などをやりやすい際境を作る
必要があります。

私たちがこの仕ドを始めたときは失敗する覚的でやり

ました。まずこれはうまくいくはずがないと思いつつ、

とにかくやってみたというのが本乃のところです。そし

てやってみて、このような結果を得ることができました。

f1、たちの仕事はほ境とげ1接出会うことから始まります o

! fJ;1境の中で、環境を過して、域墳のための数向 lとい
う3}(JJ;iWJがありま，-，また峨峨の認;W!.から、 J::;! lJ~のた

めに行動4J起こす Jいうように砕きたいとjιいま寸

イギリスでは泌総数f)をすることが同の教内t，'で必務
付けられております。しかし、これは iつの独立した教

科としてではなく、各教科の中でそれを取り入れるとい

うケロスカリキLユフムとなっています。

もう lつのク口ステーマとして、よい市民になるため

の市民数百があります。そして、この 2つを結び付けよ l

うとしていると思いますc つまり、環境デザインをi[Ijし

て環境を学び、よい市民になることを認識しながら仕引

そ進めておりますい

教HたちはこのjJ']，をするための仰修を受けていない
のであれば、どのようなサポートをすべきでしょうか。

私たちは先に本を作って、その本に沿ってZ土庁を進めた
のではなく、子どもたちに先に行動を起こさせ、 fども

たちのや勺たことを~，にまとめただけです"

延藤先'tが紹介してくださった本は、 'jミ臓の段F持で実
施した学校の中での実施仰をまとめたものです。このと

きは10校だけでした。それをきっかけに私は教以のため

のコースを開発したのですが、それから何hもの[111';の
ヴ校が、それを制:っていろいろ尖i執を始めたわけでJ二

それを見て、自分たちでt人験した教はに、 Iあなたの体

験を報告書にまとめて私によこしてくださし、|と依似し

ました。 私は「どうせやらないだろう]Cιu、込んでい
たのに、反響はすごくて、それに対応できませんでした。

それで、私は、教員たちに地ヌじの建築述、プランナ の

人たちと協力してワーキング・パーティを作り、 r1分た
ちの教育のやり方について研究した織令をまとめてもら

うことにしました。それLぞオlOlワーキング・ノミーティに

京験結果をイラスト人り 4以の報告刊にしてもらいまし

た。イラスト入りというのを強制したいのです。私fJ.k

術の教ftの教 ~îを受けていますが、字をあまり読みたく

ないものですから、なるべくよきなイラストをたくさん

入れて、読みやすいものにしてもらったわけですG

まとめた報告をもらったら、参加しているほかのパー

ティに 1部ずつ送りましたっ自分たちでiつの報告書を

まとめたグノレーヅでも、ほかの違った報告惑を全部もら

うことができます c こういったネットワークを作り、も

らった報告若干を見て、i'I分に当てはめることができるよ

うなものがあれば、それを自1.11に自分日iに取って)，CCJIIし、

やりやすいように進めていました。

先ほど酬を紛…ーしと11'し
IJ二げました。これはやjか特別な環境ではなく

4 て、どんな環境でも i分ですo この州立、

当日のスライドより V



一一アイりーン・ 7ずムスさんにつL、て---一一一一一一一一一一

ロンYン日ザクスパンク止学者宵研究ノo/i研究β&S1)著書汗コンずノルタンF。

19704ょに止苧苦4君費、若描者府とLて中学授に車ofJJ"ぞのごろイギグ

スで肘まった fス介グー介ワークj躍進退i!!l討にかかわり、北ifNi9I.i 1!f)空を

M舟L陀斤を2需品'"0ぞ回復フグーとなり、ヂザイン学fo/&.u沼崎il/創世
芹のブログラふ苦府指す157"タンナー、さまt!:tなプロジェク介日コーデ

ヂ芥タとLてd晶午

デザダン嵩宵iP岩本eGながら、まち目指#押、まちおよL-ii{-jf!iiの一環
eGて判伊のr，府見d産主倍野jのヌウグヂぷラAづぐり、 了'2::色白身が卦劇
や必liliPヂザインず昌た品目カグ手z ラムの府錯、 otS盤かな付反主国デザ
インやそのrli/llノウ誌の悶タ告など、さまぎまな分野で党結iP積んでまた。ぞ

四千十グアヨP訴かLて、ノ化学でIJ:プランプ や者府四府i~Jifす'"成謝、 jJJ

JfI/! (1) 3{; /i':の研世にあえ o"1iJi!I-では、アメグヌク、スコア升ランハスクェ

ーテン、アフグカなどに/， ([算四枠昔ぷげて~'-3" 

一\一--.......~"~- -~~~ぬ，1&0)チラゾより +d&l
~一一一一一一一一一

椛iZI牧j、づ当日lと人間のfllll凶係に基づいたものですの!
っ11なしていただきたいことは、 ill築'ぷとプランナーと
教IIたらが 絡に昔、まって、 lつのイ上事長しようとオる
のは)I:.'，:ì~; に同期tなことですハなぜなら技々の 11HHがそれ

ぞれ波うているからだと町、いますの

しかし、良いことが iつあります〈全くi畠う分野の人
に11分の与えをl説明するときは、 11分山花えをはっきり

まとめることが出来るようになりま昔、

干1.0)11'Jもは教はと建築家とプランナーたちと 絡にや
るわけですが、彼らの15-ええ，、また{上hのi1んをま11るの
も TJ、の関心事の i つですの彼らにとって仰が!f(~~な課題

であるか またそのjllJN1i，0泌を持フたときに、どのよう

にしてそれを解決しようとするかを、目、は):11りたいと思
ってし、ますハ

立11り'JIこ、あるjJ，}併に対しての認城、また愛{{O)j江介い
を~1Iることが大切ですハそれから例えば、 l'ぜかのポイン

ト、やjかのアイディアについて制舶を付ける、よ1'11副lをす
るとL、った ~i もありま宇。ヂザイナーなどが、これから

どのように変えていこうとするか、という考え))も人っ

てきます。

このような弔えを新しいプ口ジェクトに31てはめよう
とします c例えば、ここで Iラーニ/グ スノレー・ラン
ドスケー701を小学校の校庭にも応IIJしたりします。l'Et
初は学校で11:'J，をしていたわけですが、これからはどん
どん地域の中でも取り入れようとしております。

いまの私のイL，jCの多くは、教誌の仕 j与をやっている人

たち、または教1γ人計I1のための研修会も合まれていま
す。この仕事の大以IIリとは糾か、また教えるときの後勢
はイlぜなのかを巧えながら、また教えながら進めておりま

す。また、こんな刊にいろいろ集めてきた知織を、どの

ようにして広めるかについて方法主主えます υ 民7j、をilLょ

ったり山版物を 11¥したり、テレビの協)Jを得ることもあ

ります。

それでは、学校のI1徒たちはどのようにかかわるかで
すが、まず日本でいえば、長'jj交/じぐらいの斗燃のチども

たちとやったときの{刊を挙げたいと思います。 彼らは観

察し、分析して、環境を許制するといった3段階を巡ら

なければなりません〈彼らは1'1分がはて発見したことを

まとめて、お虻いがた}oしたことを発去し合って比較し

たりする場liflがあります。それから協力して 絡になっ

て現らの環境はどのようなものであるかを考えます〈そ

こで紅、は似を，-;-bなければいけないのか、1¥いたいこと

をどのように行うかということもさせています。つまり

山己表現告白てるようにしています。

彼らの付 'Hの中で、これこそ変えなければならないと
いったものを見付けて、それを発表します。 一絡に働き、

i与に研究して滋1砲を改新するためのjJt案などを考えrU
します。彼らはlu1主成協にLl¥て分かったことをまとめて、

どのようにまた新しい動きに計てはめるかを考えさせま

す。そして彼らは自分たちが考えるだけではなく、それ

をほかの人たちに伝え、その人はそれを聞いてどう思う

かなど、他人の意見を取り入れることの火切さを教える

必要があります。査定後に生徒たちが、例えば地域の住民

に自分が考え出したJM案を伝えて"主見交換をしたりする
i品由1も持ちます。

生徒たちが実際にやっている学問をJoてみたいと忠い
ます。現在の環境記録として絵をU~ くなり'リ真を指るな

りします().gs存の環境を斑解するために勾 l'iを使ったり、
ビデオを使ったり、展示を使ったりすることもあります0

2車境の中にあった問題をテーマにした美術作品、捨てら
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;fl!ょゴこで杓〉たものでアど ノレ苦心止さもめりまサ

1& じ?は以4、とンンポジウムみkいなものを甘1:し、ゴミIlU
胞についてのt活介いをしましfムモilから小|冊子にまと
めたり)戸リイン以小をIJったりすることもありま jれ

日れしうーしベノレー以ちの主
時Jの泣f立教(iの結盟Lをノj、したいとj品います。

例えば、 Tf外[ihjmRのようなもの、あるいは数

"?ÍlÝ ・ rí~数的な遊びができる J:J，i州を fl ります 域演とい

うのは1'1然環境もかかわってきますので、ドi抗環境を学

ぶ均もh，るようにしています また、?校のI!Uたちか
ら、 ill出j品目立すそ郎を'ii["iill ~こ;t: Xij りする 'Ê，，'ltはないので、

芝号式iIるのをやめてみて、l'1然に')-'I}したらどのようにな

るか、といった腿案がli¥て、l'1妙、保諸J"に変えたりしま
しfょ{

し~ ，.，た

ある?校では、各下級で日iい紙 {点を持ち込んで、不

ズミの京肢がれめるように不スミの追をjiIりました で

してねil盟中きているかどうか紙]'をはにくる」いった研
光で[1扶との触れ合いを寸ることができますじ

また部会の fどもたちのために、まず中き物Jこ接する、

捕物に銭する機会時持ってほしいということで、栽端技

術などを教える t試みもありますC2術家やデザイナ た
ちと 絡に協力して、 γ校を悦覚的にもっと裂しい}引に
するようなプ口ジョクトもあります

例えば、私に|学校のカリキコラムについていJかぶし

てくださLリとλってきたら、それは仰を:立味している

のでしょうか。私のJすえでは、形式[のカリキュラムと

い?のは、 JU!たちがiIkえようと1113ているもので宇
しかし、し、わゆる斗411のカリキ 1 ラムは、 γどもたちが
お}{し、から学び合勺ているiJHVlだと思います。そして隠
れたカリキュラムもありま寸。これは以岐を通じて子ど

もたちが知らず長11らずのうちに"y:んでいくことです。

f どもたちの校凶に対するとえ心がよれている~~!~:i守山

%をお見せしたいと思います。例えは、何が良くて何が

いけなくて、何が効果的で MがX}j l~的でないか、どこが

JI常にうまくいって、どこに111]籾カくあるかといったこと

を考えさせます。 地凶をれったり、 IUもがどこに当たっ

たり、どこが~;}とになったり、 AI;1Hこっし、ても胤について

も、いろいろ考えたり主んだりします。

また学校内の動総ということを弔えることもありますo

1'1分たちの考え出した、制i察した:WJ料!などを見て、校庭
のほかの使い方を15えることもできます。また学校から
品Jる泌と帰った後、どのように変えることができるかも

こ与えさせます。実際にやJかを引ったりJfてたりする前に、

どのようになるかを税引をtとって実験させます。
教員、建築家、プランナーが一緒になってやって、ど

のようにしてこのような紡県を得ることができるでしょ

うか。まず、この地域ではとのような芯泌があるのか、

またどのような)J訟を使ってl!，たちは制若手して分析し、

許制1べきなのかについて、ある時は教員1，，1:1.:とか、建
築家と数以のi剖でおkl、に学刊会を行ったり、生徒たち
と 絡になって学校会を1Jうこともあります。
ここで私たちは、 lli;~本やプラムノナーを教員にさせぷ

うとしているのではなく、逆に彼らには教員の持ってい

る問題、制限をわかっていただこうとしています。そし

て自分たちはやJを体験したか、何を学んだかという報告

をれっていただきます。

このような万法を使って地域デサイン、 tU"参加のか
かわったデザインに生かしていますっ子どもたちと、年

G 自舵仙己がωじの0)万i々 がωたち切の!閤剥心ωのあるふ剖叫十司半Jれ州も



A当日のスライドより

ょうかといっ11下をしてもらいます，[どもた.J:，には、
デザイ/'.ア仰の'1'でぞんだ悦党{ド:j"t.;J/1内科のほかに、訴
しúい、 ;iJ~，i市 L{;-い、比較し介うといった技術も身に付
けてほしいとiιっています よい dil~になるためには、

HI rがやl'をパおう cしてし、るか、し、かにして汁かるか、
またパ拡は ¥'r.派てもqqfのないことをtlっていることも
見抜けなければいけ伝いの r昔{
小さな例ですが、 Jl!l)じの行政のフザイ/した公闘が、

fどもたちのIIHではさっぱり人討のないものでしたりし
かし、 fどもたちはデザイン?河をして、i'I分たちが与

えi.!llした京を地域セ/タ で渋々、しました近鱗tUI¥も
まて、おl!.t、がこの公闘をどのように改再しょうかとい

う活をしました， "?j交の小でやったのと)riJじような};法

を使ったわけて寸。 111の終わりにJ由ノむの訂正IにJkHll"9
る4--)のHJ'4.:安打り III寸ことがでさきました JI'，';~に'iUlJ

il'Jで羽l災自由なj:J1'X-~になりましたc

eヨ 後lこ中心になっている巧えjJをいくつかまと
耳支めたいと思いますバ制的/教yiという

.......Jえのは、どのようにして環境を災いものに変え

ていくかを与えるものですドさらに、それはクロスカリ

キュラムiIななもので、各科 11 のm ，~I}:1J'ら見るものでなけ

ればなりないと思います。材、は長持Jの紅白ですから、美

術はその中でいちばん'f.;!~iではないかと思いがちです}

しかし、宇校の 1-11で出、際のブロンェクトに吋たったとき

に、 1"1訟の光司と科会科の先生、地tlj!干の先I1たちとぐl
*をすると、いちばんJH、結woがし、つも仕iてきたわけで
す。デザインを考えるということは、変化をJ)-えること

といiじだと思います。米米を樹党化し、先取りすること
だと思っています。

イギリス政府は、いまのところどちらかというと、科

?の品j立政術の数百を強訴Jしております。しかし、高度
技術は、多くのIHJJillを解決してくれてはいますが、さら
にもっと大きな厄介なIIlJ艇も生じさせていますの相、は、
これからデザイン教育を月!し、て、このような科'，':.1ーの品

j主品、持Iをぷり創造的なもの、 ~fl泣的なものに使うように

したL、と思ってし、ます。

先ほどの学校の中での剖事在もう 1J.主思い起こしてい

ただきたいのですが、これはただ私たちが道びでやった

のではなく、こうなればし、L、なとし、う安劫なものでもあ

りませんでした。子どもたちが自分の考えが実際のもの

になった、またrJ分の環泊を変えることができたという
ことを知ることができました。子どもたちの判断したこ

と、また子どもたちが決対したことが、自分のよ草枕とほ

かの人たちにまでt[;替を及ぼしています。彼らの考えIU
した案は、お金と努力の嬰るものでもあります。そして

出来た後、符王Hも必嬰になります。 Iどもたちが自分の
段境の中で交任を持って、いかにして生きていくかを考

えさせる数百の場になり、 JI常に主主主!なものだと J思って
し、ます。

イギサスでは、このように i 歩~~;~み出したところです

が、イギリスにもイギリス独特な環境の問題がさまざま

あります。ですから、私たちはこれからまだまだ脱政る

必要があると思います。教前者の 1人として、荘、は 1'1分

の生徒たちが、よい解決を導くことができるように、 i止
非指導したいと思っています。

またこの部屋の中の多くのプJ々 も、右、と似たような考

え)Jの方がおありだと出、いますが、これからはお瓦いの

唱えんのjし埠山、、担Lig，(iなどについて活発な苅介いがむ

きたらと忠っておりま昔。ありがとうございました。

7 
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-原(世間谷区)

アイリーンさんたちが

やっておられるデザイ

ン実践は、地域内治体

のまちづくりなどとど

んな関係、影響を持っ

てL、ますか。

中核教科

英語([司副)

数字
手間会(J!旦干f)

基般教科
技術

!弘史
t出:l;W
Jj!{c外[五IRH
美術

77楽
体育

その他の教科

宗教教育

特別活動

初

07-{立二二三 いちばん総本的なIIljJlijは、人々 と級制:
宇るにはどうすればL、いかです。地元の行政、ドldi体と

j在触jるに、'-it，こって、いくつかの選jHがうえられていま
すのプロゾェクトに入る出Jか、プロジェクトに入ってい

るM:lj:lか、あるいは、プ口ジェク iが終わったあとに銭

触手るという 3つのiiIl)(-cす。
ま昔、終わったあとのことについてお訴したいと思い

ます。イギリスの投入、あるいは自治体では l向かやり

たいのですが、ご協力くださLリと言ったら、まずは

i駄!LJと，，われます。そこで私どもは仕方なく掛かに
そのプロンェクトを進めご、それが成功したあとIi治体

に発去します。もちろんトラブんを避けるために、什治

体のほうのff1lfな建築家たち、プラ/す たちの}jをお

借りしてやります。そうすると、大体1:1治体の h々 が
iそのとおりです、私たちのアイディアでした lという

ことになることがよくあります。でも、成功しなかった

.ttA-fi-は黙ゥていましたc

また、やっている絞'1'に法制!する、またはお知らせす

るといったケースもあります。 例えば、私たちは1irJかを

変えようとか改汚したいというときに、 jM案をflって、

それをプランニングの占IliIJI出発的総に11¥したとしますり
そこで、担、たちは|実はこういう提案、こういうプ口ポ

ーザノレがあります。今度どこどこの何々で展示しようと

忠っていますが、いかがでしょう」というと、I'l1ri件で

も時には慌てて、 11'，]分たちも災はIHJじようなことを進

めておりますiといって、そこで歩み得るケ スもあり

ますの

しかし、これはいずれもlllifJJの例ではなく、1J:JJのな

?ロスーカリキュラム嬰紫ー

ディメンジョン

~J: Wj機会の保障
多文化社会への対応、i，1;'

戸二二

ンョンケ

会
ニ

理

決

社

学

ユ

処

解

と

工

ル

ミ

品

先

題

人

税

キ
コ
数
研
同
制
情

ス

01星藤 小河先'1のほうから、いまのアイザ /さん
のおぷを附まえて、 11'，見の数(jのイi制lみの迎いについて
少しコメントをいたf点、て、後、ドの議論に備えさせてい

たプこきたし、と思;，l 、ます o

0')';重 お誌の'1'で、ナショナノレ・カリキュラムとク
ロス カリキュラムというのが!l.¥ていたとJLlし、ま LI>iJ

でナショナノレ・力')キュフムがfrられるlIIlに、 f出克教(f

と IIJf~教i'fについては、 i 臼 60 11j tに、イギリスでは教n
の審議会がrHしたプラウチン レポート〔あちらではレ
ポートに事議長llJえの名古"Jを付けます)で、環境をlr，ミ材
としてあらゆる教科でほ岐をJf~り上げるということ、ス

ケフィントン・レポートで、都 dLl lj'可をやる場合の jlj[~

の資質をきちんと (fてるということが、うたわれている

わけです。それを浸:けて、アイリー/さんたちの活動が

¥970年、日Ojl代に活発イヒしてきたのですc
ところが、削IJ~/j 数 ffの '1'で教はの資質な止の問題があ

るために、 11本でいう芋背指導型鎖とli-11じようなナショ

ナノレ カリキュラムが刊られ、 11本でいうlfrYとか岱数
といった基i礎的なコアのカリキコラムがあって、環境教
育、あるいは健康教行、 dil¥'j教育がクロスカリキュラム
としても'L!{i:~，j けられてし、るのです。そうし、ったきち /νと

した抑えがある中で環境教(fは、いま学校教1'1で反日iJさ

れているのです。

もう iつ、地域の中で、それを受けてアーパ/・スタ

ディーズ・センターというのが作られてきたのです。と

ころが、サッチャーさんからだんだん予算が下りなくな

って、閉鎖されている f~í カサド常に多くなってきて、地域
のq-]での学習も離しくなっている山はありますが、きち
んとそうし、ったことをサボー

トするシステムがあるのです。

日本ではそういったものがあ

まりないので、地域では狩さ

んのご努力、特lこ建築家の方、

都市言h国の方がやっています
が、そういうものをやる泌が、

イギリスの場合には結構!lJ意

されていた、そういう際史の

i品税のI_!:Iで、アイリーノさん

のお誌があると喫解しておい

たほうがしヰ、かとι川、ます
(図、表を参J!H)。

アーマ
経済的iH業的理解
職業教育とガイダンス

健康教育

市民教育
環境教育

組イギリスのナショナルカリキュラムとつロスー力リキュラム軍基索



いときのみの例題です。私たちはどなたも紋初からプロ

ジェクトにかかわっ亡いただきたいと塑んでおりま昔。

すべての関係布に、何をしようとして、そしてなぜそれ

をしようとしているかを知っていただくのが、当然の仕

事の内科だと思っています。

骨陪村(早稲自大学)

l'どものなはをそのまま治則するのにも問題がある

のではハ大人の側の修JIが必要になると}，!}，います。

その illの適度な;.\~版関係をどのように保っているの

でしょうか

0711)ニ之 1'1-1立教紛のL主任として、存えを与える

のではなく'f1"1l司を投げかけるのがイlぜれだと111っています。
デザインとはli分が得たいものを得るというようなも

のではありません。自分たちの_Cf~みと他人のぞfiみをどの

ようにバランスよく得る刀、、どのようなよい結裂を辻、み

待って伴られるかというi問題ではないかと思います。 1'1

分にとってやJが'P:盟なのか、他人にとって何が革濯なの
か安市によ七較している必要がありますいですから、 ulli{ji'{

翻iの対】止がどフしても起こりまぜザ(/'・プ口セス

というのは、 l，j屯するものjliJ上の解決を導きU¥すところ
にあると旦μ、ま寸 n

例えば、 f1、はある担IJで給与;ィヒ付LたIつの)11を、もう
i度地rruに出して、iiIi物がそこでまた生A目、できるように

復f司させようといった計画があると向いました。私たち

はまず lああ、なんと来続らしし九】またIIIJに自然が帰っ

てきた」と比弘、がちです。しかし、近線住民は)111こ校ん

でいるようなカエノレとか才、スミが、自分の台所に入って

くるのは附るなどということを百ったりします。ですか

ら、そこむ生じる課題は対立し合う似組織をどのように

して渉み市らせて、どのようなよい結果を得るかにあり

ますn ですから、規制されること、その中でチャンスが

あれば、それをつかむこと、それがどこにあるかをまず

認識して、そのデザイン・プロセスを踏んでいくことを

考えなければならないと思いま言。

-根岸

環境教育は幼児保夜にも必!~ですが、日本従来のし

つけとどう違うのでしょうか

A 会堀田様子

07.-f Iよこと 幼児とはわれる'If齢の fどもたちは、

非常 lこ行かな日分の島HJ:、悦J:t、 Jr:t\.t'~の般かな 1)'J#~を必

主jとしていますのそのような fどもたちにとって他の f
どもたちとjt;Iぶこと、また環境をi遊びfllrにすること、
協ゴJし介うこと、協調性を育てることなどの必嵯がたく

さんあるわけです。これは決して本や教科存を~主して身

にNけるものではなく防接的な環境とのかかわり介いに
よってIjまれてくるものです。そしてこの年齢、この年

ごろにfぜたものは 持、死ぬまでその子どもたちの感性
になっていくわけです。

イギリスでは学校教育は5歳からです。1'1-が5裁の時

のことをιH、lJlしますと、自分で家をi寄ったり、テント
を~Uったり、ヨu;.~を ruったりいろいろな忽像を{動かせて

遊んでいたのですが、これは全部位ほの家のw:挺で行っ

た遊びです。同じような遊びを4歳でも5歳でもやって

いました。しかし、 4蹴の時と、日般のU'U'でやiがし、ちば
ん迷うかといいますと、 5歳で学校に入って、ほかの子

どもたちと、そのような問分¢体験を訴し合って、また

刺激し合うことができました。そのぐらL、の子どもたち

でも自分の体殺を思い出して、ほかの人たちの経験と照

らし合わせることも、子どもにとって1主要なことだと思

し、ます。

教育の中での美術という科目は、自分が自分で体験し

表?口スーカリキュラム・テーマに示された環境教膏田内容構成

環境についての教符 環境のための教(i 環境の'1'で 環境を過して

の教 (i
(about) (f 0 r) (i n) (through) 

-主Uif: -現イfおよび将来におけ -環境教 (J の ì-~III{A¥はu'H幸休
U:虫、岩石および鉱物 る探境のw尖で花立i京 験をてすむ9~:lIiJL tt (j身lこよ
-ノk い平日JIj法の発見 るJ問先やIdf交におかれるべ
-物質と資郎、エ不ノレギ -対立する興味や呉なっ きであるつ

ーを含む た文化が{f在すること . 7ィーノレドワークは初等中
-植物と動物 を考慮に入れた環境問 等教fi学校において、*た
-人減とその社会 JHiの解決/去の発見 すべきリミ嬰な役割をもっ。

. x主築、工業化とIIil棄物j -しなければならない滋 -それは学資するための刺激
択を行う として環境に近づく機会を

与え、それと附時に環境に

ついての認識と興味を深め

る機会を与える。

(凶表とも、「野上智百編者 F醐教育と学校カリキュラムJ東洋館
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たことを、さらにもうけ1話与えて別の}f;に消化してりさ

出していく、イ河jかのものに活JIJしていくというところに
あると思います。

しかし、ここで iつパーなしたいのですが、イドリスで

あるt詩人が iMかについて rヰくことは、それを殺すこと
になる J と d っていま~...そこで l伊iを挙げkいと思い

ます.14政の子どもたちのクラスを受けJ5ヲたときです。
迎 i時間、彼らのJH導に勺たっていました。 j註初に、
彼らに詩われたことは、 1都flj綴械の'1'の教(lとは何な

のですか、先生 j ということです。 rこれを選択したの
はれたちだから、 Hたちが私に逆に i.~' t 、なさしバと iY~ 、

ました。 11孔't1:学~1，1 ということは文'Fを内く必立与はない
ですねJ、 r じゃあ、都，!J域境ということは、学校の'1'
に的じこめられることはないわけでーすねJと!VJl年ありfKL

に~j-うのですη [それは吋然ですよ、 :;~:NO_ア l'から 1 1\て

いかないと、出iに11¥ていかないでどうやってわかるのて

すか」と芥えると、大内びで「ゃった、こんないいこと

ないのもう学校にいる必時もないし、あとでfUil;内とか
レポートをT甘く必震はないんだ!とc これかハフンスと

いうもので

@斉議(世田谷区)

このようなヂザイノ教l'iを過して、 fどもの総や子

どものいないえ人へはどのような影燃や以応があり

ましたか

071立ニ~ まず、その子どもの綴は、 1I分の地域
のJJ;W'l、またIBJ1lliなどにつL、て関心の品い子どもたち均ず
育ってきたことを11の吋たりにはることができますハま
たlel分の， ~.MHIドj 自主 )J が\.lくなヲてきます1 またI1分の"?

WJ!こ山して内りと山1fをはっとやる fどもがl'i<)のをは
ていますりそして、 fどもたちは自分のれんでいる町の

人たちに!fcLされていることを感じることもでき、それ
で料/1"I内に非常によい影料を受け、その影響がその純た
ちにも及んでいるということが訂正かに起きています。

今11イギリスでは、 fどもを環境告変える刺激物とし
て考えるという報iftがありました。私はこの仕'1与を過し
て、 fどもたちが刺激物となっていることを見ることが
できました。子どもたちが上手な環境、いい環年開(育を

受けた所では、出Jの太人たち、測にjりしてもよいお縛を

.&ぼしているということを見ることができました。

&.71シ'Jトシ2ンず→.に貼られた質問や意見を読み上げる

@海津(アースワーヴ)

i買収ヂザイ/を学んだ子どもたちは、その後どの

ような人材に古っていきましたか

071 立二~ どのような人材に育ってし、くかとか、

年:;u去はどのような出動をしているかに関して、 4ょたち
はそのようにLU日180な調査、研究を行うだれけのお金は
与えられていませんので、したいところですが、正u'(な

ところ分かりません。しかし、偶人的な例ですと、日、は

知iりfTいの人たちでljlし1:げられることもあります1.4
訟のときに教えた 2人の'LliEたちにW;)ったl活をしたい
と思いますじ l人は 1Il !VIの村氏、もう i人は丹市品を

修~ljh}る{上引をしていましたっ彼らを E\'[芸術太字院に

「同食を 絡に食べよう lと誘いましたη そして、たっ
ぷりくつろいだあと、 i '1:11'.11¥代の環境デザイン"Y:"(/(の
ときの思いけlはどんなものがあるかlと出Il、てみたので

すれそして|ゃあ、先生、何というのかな、特に主術を

学んだ:，t'~えはないのですが、 4人たちは'[舌んをなえたよ

うな誌がした|と行ってくれました。 if'l分の:15えそま

とめたり、どのように解決をするかをよく学んだわけで

す。私たちはものの13-えhについて、たくさん?んだと
思います。物を分析し、許制hするといったことを沼 3た

ような丸がします。ほかの人たちとのコミュニうーソョ

ンをどのようにうまくとるか。また自分のやりたいこと

をどのように定行できるかといったことも。これは 1B 

Mで大変役に、止ったことです。大きく"えば、官、たちは

学ぶことを学んだ。析しいアイデイアを取り入れて、自

分なりにどのように処迎していくか、どのように扱うか

分かつた」とλってくれましたり
大人になった彼らは、 JH'，liiに楽観的て、しかも符)J家
で、また新しいことを72にやろうとする人たちになりま
した。彼らを見てIII分の教育の仕方は成功したなJと私

はA¥lいましたc 私たちは人工的な環境について百点を合
わせていたわけてすが、もっと大きな芯味で言うと私た

ちは l人生はどのように生きていくかJ、111会の 1-1-1でど
うやって~'.きていくべきか を学習していたとi思います。
申石崎(北海道開発庁)

日本において教Hや純たちに、この教育の必裂性を
どのように感じてもらうか。その3足掛f口はどこなの
由、

木下委員と町田委員



申大倉(アスヂザインアソシエイツ)

建築家、プラ/ナ一、先1Iが絡にiOiし介えるよう

な学校にするには、どうしたらよいか。何かよいア

iハイスがあったらお願いします

07 -{ !よニ之 相、は111刈日現状Jご紡通しているわけで
はありませんので、よい芥えはできないとは思いま寸が、

いくつかの生;をJ'l:け11¥し亡、昨さんてそれ品交け入れる
なり、捨てるなりしていただいて、 r1分にとっていちば
んよいh訟を選んでいただければと足、います
まず4ょたちの場介は、 iフロント・ドア・プロ0/ェク
トjで、き tうんとした主主11けがあって始めたので、上仁，!i史
的やりやすかったかもしれませんO 私たちは10のワ校に
戸を掛けて'j汲定していただきましたc そこで¥i:ijじような

問題をMiJとするための仰辿りかの1押決案が、その'1'でru
されたわけですっロンドンで本拠地のようなものを設け

ていましたr プ口シノェクトには名前が11いていて、アイ
デンティティがはっきりしていました。士ItJヵ、ら建築家
やプランナーたちを集めて、同のレベルで行うことがで

きたわけです。そこで1{j悶に教員のためのセミナーな

どを何百凶も行いましたι 建築家やプランナーの訴さん

にも戸を掛けてみました。

これは JfIでやるセミ 7ーだ勺たのですが、私はわざ

とどんなにliJi張っても終わらないようにしました。その
訳は、 「この続きは自分たちの学校でやってみなさしリ

ということでした。そうすると、大体の教員たちは J分

かりました、やってみよう」ということになります。多

くの場合、教Hの)J々 から「でもこの方法はちゃんと効
井さがあるかどうヵ、分かりませんから、ちょっと教えても

らえませんかj と訂われますが、そこで私は Iこのよう

なことは]人でやるにはあまりにも難しいので、是非地

元のlli築家とかプランナ-1こ声を掛けて、また子どもた
ちと混ぜてやってみなさLリと奨励しました。そして、

建築家やプランナ の背さんは、非常に熱心に 絡にな

って働いてくれて、積極的に学校にもIl¥lilJし、てくれまし

た。ワーキング ノぐーティはこのように始まりました。

そして、純作告をもらって、それを印Atlji切にしました

が、それをずれ、た人たちが自分の書いたものが活字にな

ったのを見ると、 Mカ哨lしL、権威が釆つかったような気
がして、ますます頑張るし、ますますれ分の地位が上が

ったように努力するわけです。これはワダノレマ式にどん

どん脱1;車が11し、て、資料が人つてはまたil¥てネットワ
クがフノレにy市JIJされて、池lこ小石を投げたときにiJlてく

る波のように、どんどん外へ広がっていきました。

またここで建築家やプランナーの符さんにとっても、

日分のIIJjでの)1市によい1'1そになりました。 Iこんなに

良心的な建築家さんなのねJと見られるようになったの

で<1-， 自分がプ口ジェクトをボランティアでやっている

と同時に、 T1iJ:M調査、また自分のPR活動をしているよ

うな効果もありました。そして全日3レベノレでは、彼らの
11事が出版物になったり、いろいろ報告されたりして知
名度を上げる効果がありました。私たちのこのプログラ

ムと同じような効果を符ようと 4思ったら、全国fIせなネ y

トワークが必32になります。どこでl'江をしているかとい
った情報をパラ撒く本拠地なども必要になってきます。

また、 3制抵iの専門家がいることを認識していただき
たいと思います。まず建築家とプランナーとjiE凶家の特
さんは、環境テZザインの専門家です。教員は、学皆、教

育の専門家です。子どもたちは、地域の専門家、自分の

tlんでいる喋境の専門家です。ですから、子どもたちの

W f1 lj知:~1tをいかに凶 JIJするかを){)I 宅えたいところで r。

* ~十d * 
!~後に、怖さんとはまるで同僚のような討がしますの

で、 iっけわせていただきます。 lIiJ!mは学校のカリヰ
ラムではないf つまり、?校のカリキュラムをこなオに

は、こんなにIIYII'dが盟る、このような胤しいスケンヱ
ノレがあるから、試践があるから、受験mllJ主があるからと

いう問題ではないと比日、ますv これは fに教師の動機付

け、または学~J/f 指導，~tíj闘の解釈によるものだと思います。

自分の例を iつ何人的に挙げたいと思います、例えば w

うちの校長が町、のjiJ[にやゥてきて、 |アイリー/さん、

Illiliたちと11了むのプロンェク卜をやりなさし川と"った
正します{ まず、私はそこで「とんでもないですよ， 11
℃なんて妓築じゃあありませんよ!と"ったかもしれま

せん。そこご校長Ik!;1が目、に「じゃあ、守山11仙た t;と

写真による甘 Eむのプロジェクトをやったらどうですかl
と言ったとしますのそう L、うときは(とんでもなしh 私

は画家ですo2ftiヰとではありませんlと多分断ったでし

ょう。しかし私は、そうはηわれませんでした。 1あな J

たがこのi出域の娃F主主闘をtLて、子どもたちと研究しな

さい。また方法告1'1分で与えなさし、」と日われたわけで
す。そして、私は数週間 11分でやってもみたの Cすが、

どうにもならず途)Jにくれてしまって、校長先生の所へ

行きました。そのときに私は「教科書もないし、スライ

ドもないし、何の教材もありません。とうすればL叫、の

でしょうか|と言ったら、 「あなたは素晴らしい教材を

持っているではありませんか。 ill築家がし、るでしょう、
潔境があるでしょう、あなた自身がいる。さっさと仕事

をしなさL、lと厳しく fjわれました。担、も 11本の皆様に
!司じことを中し jげたいと存じます。

A総合プロデユース・まち
ワーク初耳会が作成した fア
イリーンさんの醗演と変涜ツ
アーJのチラン〈表裏臨}

11 
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明'U比教fi"ーし、うテ マ l立、イギリスでは í tl し、庁長リI.~?:lij

ってし、るとともに、 J)!{にでは 19601[代i、70'1↑にからム

ブメントとして)1市に11bま》てきた。ノil!、H本でも19

8011代、 1111'11にを迎えている'1'で、いiじような1111挺j泣織
とi白り羽1みがMiJっていま ;j- そっいうな味では、我々
は、 !rij時代の-jJ;世limイUじ、におけるノド質的な課題とし
ての環境教灯、成品人会げというテ マlこ、 10Jかっている

のてはないでしょうかc イヰリスも日本も、 Jド }1~' に rl';J)Jt

に発泣した文明のjJを'l治時ほの中にたく 5ん的え込ん
で梓らす大人、 Fどもが11む1"1ですが、品tQに発達した
文明村会L(、ともオるとファミコ/やテレビゲ ム等と

iQiびの成品;でも{によされゐように、対象を巧みに操作 r
るという、対象操刊 ?J/~のテクノ口ニ/ がものすごく発i主

してし、まヰ{

でも、人がん;心地よくttj'う「いうのは、成j立に対し

てi'Iら fì~~fi))(1江に WJわるという関わり j江が前川なのではな

いか， x，J[，(j民刊のテクノ口ゾ 企11かしながらも、その
)xi師、デメリットを米fこしてL、ることにイ!11しなカ〈ら、
それを県り越えるためのj培fほとのかかわり什いのデザイ

ン告イi剖lんTし、くことがj培消Y刊につながヲてし、く 0)と
はないかn いわば成城学習は、 J~}]~ に人間が能動的にか

かわるデザイ/ではないかコ環境字予i は、そういうiD~'.誌

な泊:設を同時代の白川として1'JえているようにIgいます。
今日のお話では、そうしたμj立に発注した文I~JlI会を

乗り越えていく新しい時代(乃討会的諜組としての成城学

背在、どのようにプロモー iしていくのか。プ口モート
していくためのキーワードやプリンシプノレといったもの

を、いくつもいただいたよ 7に思いますの利、なりに iつ、
5っこれからのぬが1.1'1における環境学引を進めていく」

きの11l:必な出!!il1やキ ワードをすく Lづげてみたいと氾

L 、ま昔"

Negative capabi/ity 
第1.}，;I，は、ネガテイブ・ケイパピリティ(Negat 
ive capabi 1 ity 否定的なことを肯定的なことに

変える態度)という制点てはないかとil川、ます。 jtが

i号では、文;官Ii'tiがカ 'Jキュうム編成怖をJ5フていて、学
~J~îm 碍!止世lに沿った枠組みに 111 じこめりれた +ij~めて j'ffì，じ

がjな状記にlVlかれどいる。それに対する批判の，liはJt:'，~\~ 
に高いので1が、今日のお"れまそういう否定iねな現象や、
ネガティブな状況長*V)組九、むしろそれを逆手に取っ
てポジティブな側jMに切り十与えていくという、我々大人

や教fl!liのスタンスが1mわれ ζいるのではないか。状況は
不ガティブであっても、それを可能性に家えるという不

ガティ 7 ・ケイパビリチィという悦点が全体の議論の筋

の中に通っていたように思います。

持

打者群り

H体的に、イキリスでもブォ マノレ・カリキュラムは
文部市を過して全川に流芯れているわけです。しかし、

現均では数I:ili1人ひとりが、それを本iIのカリキコラム

に変えるのだといっお誌がありました。本'hO)カりキュ

ラムというのは、子どもたち 1'1身をワクワクさせる。そ

の'1:1で、子どもが何か変わっていく。いわばヒドゥン・

カリキュラム Chiddencurriculum)、総i'1t，こカリキュラ
ムを引っていくのは、 l見上誌の教fllliIEJらではないかっ知iら
ず知らすのうちに子ども 11身がザんでいくような状況づ

くりに、いかに乱状が否定的であろうとも、それをポン

ティブに変えていくしたたかなセンスと態度を、:fl<々は

身に11けようではないか。全体の政治や制I!J.の枠組みか
ら、ずらしていく、逸脱していくエネルギーを、我々大

人やお〔削、 'HIIIJぷ北HIが身に付けていくべきではないか、
という悲本的態j立が全体の流れのIj-jに鮮明に映されてい

たようにjιいます)

Sharing direct experience 
耳j2に、イギリスの経験に'アびながら、日本の状品uこ

Hはらして組めてノ'J~I堕(r'Jなことは、シェアリング ダイ

レクト・エクスビリエンス (Sharingdirect exp 

erience:直接的経験を分かち合う)というキーワー
ドではないかとιu 、ます。 jJ~場の中でlJ 寺住さとした身

近な環境との3主体的経験を、教f:iliと子ども、専門家と子

ども、大人と子どもたちが分かち合うという、成坊の兵

体的な環境との llx っ1，11みイt~ 、や学び合いや遊びの経験の

'1'にfどもたちI'IJ)が、球場に対して11，をすまし、日ら
発見をし、感動し、それ千点到する、いわばチ?ーニ/

グ イン・ザ・エンハイ口ンメント、王け立に;日を1設けて、
ラジオのチューニ/グがInW'Jするときに、美しい青が発
1Hするという、 )>>J克との共娠するといった状況づくりを、
教師や専門家や大人たちは、 fどもたちにどのように仕
出けていくのか。そういったクザエイティヒティに出ん

だ環境学習のイ1:捌けをしていく 1(-1で、子ども自身が1'1ら

責任意識を持ち、何かアクンヨンの中で変わっていくと

いう、具体の品:'{験の1-11で学ぶことを分かち合うことが非

常に !Jt~ではないか、とおっしゃっていたように足以、ま

す。

Action orientedρrogramme 
in open end 
第3点は、ア?ション・オリエンチツド・プログ

ラム・イン・オーブン・エンド (Actionoriented 

programme i n open end 未来に開かれた楽しい



行動志向型プログラム)、未来に日11かれた楽しい遊
び、?判ワークを'Tiねながら事を進めていくつやjかカリ

干ュラムというシステムを作るよりも、むしろ遊びの中

でおのずから何かが生まれてくるのではないかという話

は、非常に/I'略的でしたり児休自I:Jには校涯を変えてみよ

うという課題。校庭というのは、どの地域でも fどもの
I1常の環境の中に院かれているわけですが、イギリスで
も日本でも冷たく昭汗しい塙所です。でもイギリスでは

fどもi'I.l'J-が、 {こんな校庭にしたいな!というつぶや

きから始めて、浮いっぱい、;](もある、虫が寄ってくる

という/主き'jきとした1'1然の息づく場所っくりに子ども

自身がp吐き、そして、時にはカーペットを敷いて、子ど

もたちがネズミの家づくりそ学んでいくという、 ドラマ

ティックなアクションを起こしていくお話がJI常に印象
的でした。そういうは休のアクションをどのように来し

い行動として聞いていくのか。その出来た環岐をさらに

子どもたち自身が学び~7にしていくという、時間戦の中

で、来)](に絶ゆまぬ閃かれた学習プログラムカ吋1:*11まれ
ているのではないか。そこではシステマティックなプロ

グラムというよりも、遊び心の満たされた状況のr!-jで、

漂流するような新しいセンスを持った学狩プ口グうムが

待たれているのではないか。そのことは午校教nだけで
はなく、家庭においても大人tI身が子どもとどうかかわ

るかとも関わっている。アイリ ンさんは自分が51'誌の

特に、おばあさんの家の義経で、おばあさんと遊んだ経

験が、今日彼女をいろいろなセンスに満ちた環境教甫の

付掛人にさせた lつのエネルギーの源泉になったとおっ

しゃったことにあらわれていました。 1人ひとりの大人

が、あるいは地域村会で日々過ごしている他所の子ども

たちに対しでも、作jか絶ゆまず日')1¥'の'1三日:の11-1で巡しい

廿掛けを仕純iんでやるような、そんな閃かれた丸持を持

つ火人の存花が子どもを助けていくのではないかと恕、う

わけです。

Cross over conflict values 
4番目のキーワードは、クロスオーバー・コンフ

リヲト・バリューズ (Cross over confl Ict val 

ues 価健対立を融合する)というテーマではなL崎、

と思います。いわば環境づくり、環境'-'1:'<<1の中では、価

値の対立が必須である。しかし、価値の対立を否定する

ことなく、むしろ側値対立をエネルギーと毘.'¥'[てよう。

むしろ滋分と他者の窓見の食い違いは当然であって、そ

こからデモクラティックな人間づくりや、{間恒lの対立を

乗り越えて、人工環境の中に自然を呼び込むことができ

るようになるのではないか。自分と他者、あるいは人工

と環境も、ともすれば対立的に捉えがちですが、むしろ

お互いに支え合うような関係づくりに向かう、いわば対

立するものをバランスある関係の中に首L、てみるという

発惣が非常に待たれているのではないか。そのことに向

かつて子ども問士、あるいは子どもと教師、子どもと寺

門家がいろいろな状況の中でコラボラティブなワーキン

グを、協{動的な作業を分かち合ってL、く、その体験2刊の

~:t~wのμ 掛けが価値の対立を乗り紙える具体の7"ロセス

になっていくのではないか。そういう k&~換を潜り抜けて

いく中で、子どもたち同士は松互に認め合うような、よ

き人格の関係づくりに向かつてし、く、という話に結び付

いていっていたように患います。

Informed citizenship 
第5に、イギザスの経験から学びつつ、設がIliの環境

'y::}I，'ì の中でも司í:'~被したい悦点は、インフォームド

シティズンシップ (Informed citizenship:環境

lこ対して良識ある市民意識)ではないか。 IbKl人
ひとりが良識のある環境に対してよいは識を持った大人

になっていくという意味合いがインフォ ムド・シチス

ンンップという r-r-~で ，itf られていたように思います。 f

どもli身が機会あるごとにアクティフ'に環境にかかわっ

ていき、その態度を形成し、そしてセンスを朕いていき、

そして大人になってし、く過科で潔}立をよりlQt、ものに変

えていくような能力を持つ大人に変わっていく。そのi品
科というのは、l¥lに子どものころに学んだデザイン教台、

磁J~~"?wn~t、IjJ.なるデザイン・スキノレではなく、むしろ

ライフ・スキルだ、と彼kはきっぱり行つてのけた。環

境~'?;t'll土、!j1なる環境に対するかかわり Jfや、感動を表

現する表ITI1I10なj支を学ぷだけではなく、それもとっても
大事なことであるが技とともに生き先(クオリティ・オ

ブ・ライフ〉という生 ìf~'の賀、生きることの価値を高め

ることが本伎とみなされるべきではないだろうか。子ど

も自身が環境の自己決定の主人公として(fっていくとと

もに、 子どもがそのような問りの環境に中き中きとかか

わっていく状況の中に、大人も巻き込まれていくと、大

人も生き方を変えていくのではないか。 fどもを通して

大人も変えられるのではないか。未来の!;;i、思決定者は子

どもであると同時に、子どもが少しずつ変わることは、

大人の作った制会 1'1身も内部から変えていくことができ

るのではなし、か。 環境学習という仕掛けは、そういう立

味で子どもだけではなく、大人向身、この十i会を危うく

させているいろいろな深い問題、そういうマクロに対し

でも、ミクロから{可か大きなエネルギーを発信させるイ!

掛けではないか、ということが諮られていたように思い

ます。

我々自身が日ごろ環境学習やいろいろなまちっくりの

ことにかかわって縦んでいたことが、アイリーンさんの

お話の中で、少し向こうが見えてきた、新しい地平を日目

かれたような気がします。

I止後に、こんなに示唆的なお誌をいただきましたアイ
リーンさんに、そしてとても分かりやすい通訳をいただ

きましたダンカンさんのお2人に、私たちはJし、を込めて

感謝の拍手を送って終わりにしたいと思いますO また、

今j引のこういう素敵な1f:闘を中心になってやっていただ

きました紡・まちづくり研究所の荻原さんに一言ごj実務

をいただし、て終わりにしたいと思います。

0荻原今I1司、まちワ ク研究会という組織を新たに
このためにj，rr~~ しました。この1i> WHはとても反響があっ
て、併さんこういう話題がすごく欲しいのだなというこ

とがよく分かりました。今後も分野を越えたネットワー

クを作っていきたいと思います。 ¥ 

浪人
批
判
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園田副 陛教育iiォー竺三空ム・アン空iIiiιb結果I盟置圃
~"í 9 !i)]フォ ラムの会場で、参会占的jJ々 にアンケートのごlilJJをお蹴し沌ザこしました。 76~'，'J O)熱むなご

IliJ1~ を得ることカ'-cきました制約、らし、げ品、たご泊、 .~J.は、ノ後0)0 総研(1数行害時金の民主lに反映させて
L 、きたし、とIlH、友すり
iなご，iti.i!1芸iドに利子?さぜてし、ただき'Eす。

.;<ド臼のフォーラムはいかがでしたか・

紋J佐0)，';校教子?の乳状に鳩町長持ち、
ちょっと1!(111)(})主zt:!Jちで主:1JtIしました
が、球H14士討を与えることや脱してよ
いdfKになって、住民も行政も共に賓
ち合っていける関係を築ければよい

と巴し、ます。アイリー/さんの占ええF
たれが「生き方を学んだJとい Jこと
が印象的てしf;， (M S ，Vv) とιも具体的で分かり

やすく、示唆に11ルで

いました(T 八さん)

fどもか傘IJIIでき
るまち寸くりを1I
;;f!より行え、 lJL'J.f
はなかなカ制rf;しい

と感じてしぜした
が、勇気づけられ

たような合的、しま

す (11， I '<:ノC'

11本にi七べ、イギリス
での環境ヂザイン敏貨

が亜婆視されとし、るこ

とに、大変ショックを

迂けましたっまた、主
体J教貨のあり方そ11~， 
も凶を汗札改めど考
え直ザ必要をh事じまし

士〔じ りさ心

一一 一一一一一一一一一.住教育委員会にどのような活動を期待しますか・

合tl忠成
OHLJJや
世論点発

。〉イl剥[み
を糾介す

る海外の

率剖フォ

ーラムを

却日与しま

す(T.Tさん)

子どもたちが

参加できるワ

ークショップ

なども全両し
てみてはつ

(K iさ/ν)

ワークショップ型

やトレーニング監
のプログラムの開

発をWHNします η
CI りさん、M.II
さん)

/わさな卦3まりやIども内b
/'(t干の脱出のない会匁

地方や自治体の会に出向

いて、生教育や環境学曹

を浸遭させる活動をして
iikGl、。 (E. Nさノリ

日いっくり、まちっくりを定践してし活方々との交流1絵
を'i1{んでいますれ例えば「環境教育Jなどの1つのテーマを

継続的に研究してい〈都会せがあると組17て事VIIしてみ泊、
と，l，y，います一。(A. Sさん)

総lf.'ぷ(育を言るたがに l土、身近なH:~ IT.Uに、
Jりfi:かな環境が担nlば、ド自iJd1めことが
できないし、体験もできない口しカも、:!Jtik
0) 青IlilJ~1 拍I1士、太メぷ〉ためのデザイ/イとされ
たl寸前}っくりであ弘 1どもが11山こ抜くつト
!聞はJI々減少してし唱。現実の都市計画の<i'
に、子どもの揖点をどう盛り込んでい〈のか

自治体の中にどうその発想を待たせるのか、

仙台休職員書!日!で0)フォーラムを什LUさん)

教育の!虫協長、どう

EちっくりにIUわら
せるかという0)が説
イ上の，;%越だと1匹、ま
す。先生たちの愈措

改革を進めるような
活動が必却ごと思し、

ます。似イLAさん〕

ご協力ありがとうございました。

，i¥ 1 1) liil1l教flフォーラム (1995JI'IOJ13111山村nの記録をl1;¥il乱した
111:.まちっくりフォ ラムかわら!日X101;1は、忠弘おJdlけいたしますり

皆様、よいお年をお迎え Fさいの
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